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(57)【要約】
　起動時にＧＩＰ信号とデータ信号を制御することによ
り、有機発光ディスプレイが、順に、初期化状態、黒状
態、及び通常表示状態を経ることを可能にする有機発光
ディスプレイの駆動方法を提供する。本発明で提供され
る有機発光ディスプレイの駆動方法では、第１の事前設
定された起動期間内にＧＩＰ信号とデータ信号とを制御
することによって、スクリーン本体を初期化するという
目的が達成され、更に２設定期間内に信号が黒状態に設
定されることにより、起動中の有機発光ディスプレイの
画面のちらつきの問題を防止することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ディスプレイの起動プロセスにおいて、ＧＩＰ信号とデータ信号とを制御し、
前記有機発光ディスプレイが、順に、初期化状態、黒状態、及び通常表示状態を経ること
を特徴とする有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項２】
　前記有機発光ディスプレイの起動プロセスは、順に、第１事前設定期間と、第２事前設
定期間と、及び第３事前設定期間とを含み、
　前記第１事前設定期間において、前記データ信号がハイインピーダンス状態に設定され
、前記ＧＩＰ信号が通常出力状態に設定され、
　前記第２事前設定期間において、前記データ信号が黒状態に設定され、前記ＧＩＰ信号
が通常出力状態に維持され、
　前記第３事前設定期間において、前記データ信号が通常表示状態に設定され、前記ＧＩ
Ｐ信号が通常出力状態に維持されることを
請求項１に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項３】
　前記第２事前設定期間において、複数の画素に画素正電圧と画素負電圧とが供給される
、請求項２に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項４】
　前記第１事前設定期間、前記第２事前設定期間、及び前記第３事前設定期間は、それぞ
れ１フレームの期間より長い、請求項２に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項５】
　前記有機発光ディスプレイの起動プロセスは、順に、第１事前設定期間と、第２事前設
定期間と、及び第３事前設定期間とを含み、
　前記第１事前設定期間において、前記データ信号が黒状態に設定され、前記ＧＩＰ信号
は特定状態に設定され、
　前記第２事前設定期間において、前記データ信号が黒状態に維持され、前記ＧＩＰ信号
は通常出力状態に設定され、
　前記第３事前設定期間において、前記データ信号が通常表示状態に設定され、前記ＧＩ
Ｐ信号が前記通常出力状態に維持されることを
請求項２に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項６】
　前記第２事前設定期間では、複数の画素に画素正電圧と画素負電圧とが供給される、請
求項５に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項７】
　前記第１事前設定期間、前記第２事前設定期間、及び前記第３事前設定期間は、それぞ
れ１フレームの期間よりも長い、請求項５に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項８】
　前記有機発光ディスプレイの起動プロセスは、順に、第１事前設定期間、第２事前設定
期間、及び第３事前設定期間を含み、
　前記第１事前設定期間では、前記データ信号は０Ｖに設定され、前記ＧＩＰ信号は通常
出力状態に設定され、
　前記第２事前設定期間では、前記データ信号は黒状態に設定され、前記ＧＩＰ信号は前
記通常出力状態に維持され、
　前記第３事前設定期間では、前記データ信号は通常表示状態に設定され、前記ＧＩＰ信
号は前記通常出力状態に維持されることを
請求項１に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項９】
　前記第２事前設定期間において、複数の画素に画素正電圧と画素負電圧とは供給される
ことを請求項８に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
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【請求項１０】
　前記第１事前設定期間と、前記第２事前設定期間と、及び前記第３事前設定期間とは、
それぞれ一つのフレームの長さより長いことを請求項８に記載の有機発光ディスプレイの
駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フラットパネルディスプレイ技術の分野に関し、特に、有機発光ディスプレ
イを駆動する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤと略す）は能動発光デバイスである。主流のフラット
パネルディスプレイ技術である薄膜トランジスタ液晶ディスプレイ（ＴＦＴ－ＬＣＤと略
す）と比較して、ＯＬＥＤは、高コントラストで、広視野角で、低消費電力で体積が小さ
いという利点を有し、従ってＴＦＴ-ＬＣＤの後の次世代フラットパネルディスプレイ技
術となる可能性が高く、現在のフラットパネルディスプレイ技術において最も関心を集め
ている技術の一つである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　有機発光ディスプレイは、通常、ディスプレイパネルと、ディスプレイパネルに接続さ
れた表示回路とを含み、表示回路は、ディスプレイパネルを駆動して画像を表示するよう
に構成される。実際の製造及び使用中に、ディスプレイパネルに含まれる残留電荷のため
に、起動された画面に画面ちらつき（スプラッシュスクリーン）の問題が発生する可能性
がある。現在、有機発光ディスプレイのスプラッシュスクリーンの問題は高い割合で発生
し、製品の歩留まりに深刻な影響を与える。
【０００４】
　このため、現在の業界では、駆動回路からディスプレイパネルへのＧＩＰ（ゲートイン
パネル）信号出力は、通常、ディスプレイパネルが通常点灯する前にスクリーン本体を初
期化するために異なるレベルに設定されている。しかしながら、カスケード接続された駆
動回路では固定レベルが連続的に減衰され、その結果、ＧＩＰ信号が数行に亘って送信さ
れた後に初期化効果が消滅する。従って、有機発光ディスプレイのスプラッシュスクリー
ンの問題は依然として高い割合で発生している。これに基づいて、既存の有機発光ディス
プレイを起動するときのスプラッシュスクリーンの問題に対処することは、当業者によっ
て解決されるべき喫緊の技術的課題である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明の目的は、既存の有機発光ディスプレイの起動時に発生するスプラッシュスクリー
ンの問題を解決するための有機発光ディスプレイの駆動方法を提供することにある。前述
の問題を解決するために、本発明は、起動時に有機発光ディスプレイの複数の画素に供給
されるＧＩＰ信号及びデータ信号を制御して、有機発光ディスプレイが順に、初期化状態
、黒状態、通常表示状態の順に遷移することを可能にする、有機発光ディスプレイの駆動
方法を提供する。
【０００６】
　有機発光ディスプレイを駆動する方法において、有機発光ディスプレイの起動プロセス
は、順に、第１事前設定期間、第２事前設定期間、及び第３事前設定期間を含む。第１事
前設定期間において、データ信号はハイインピーダンス状態に設定され、ＧＩＰ信号は通
常出力状態に設定される。第２事前設定期間では、データ信号は黒状態に設定され、ＧＩ
Ｐ信号は通常出力状態に維持される。第３事前設定期間では、データ信号は通常表示状態
に設定され、ＧＩＰ信号は通常出力状態に維持される。
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【０００７】
　有機発光ディスプレイを駆動する方法において、画素正電圧及び画素負電圧が、第２事
前設定期間の間に複数の画素に供給される。任意には、有機発光ディスプレイを駆動する
方法において、第１事前設定期間、第２事前設定期間、及び第３事前設定期間の各々は、
一つのフレームの期間よりも長い。
【０００８】
　有機発光ディスプレイを駆動する方法において、有機発光ディスプレイの起動プロセス
は、順に、第１事前設定期間、第２事前設定期間、及び第３事前設定期間を含む。第１事
前設定期間において、データ信号は黒状態に設定され、ＧＩＰ信号は特定状態に設定され
る。第２事前設定期間において、データ信号は黒状態に維持され、ＧＩＰ信号は通常出力
状態に設定される。 そして第３事前設定期間では、データ信号は通常表示状態に設定さ
れ、ＧＩＰ信号は通常出力状態に維持される。
　有機発光ディスプレイを駆動する方法において、画素正電圧及び画素負電圧が、第２事
前設定期間中に複数の画素に供給される。任意には、有機発光ディスプレイを駆動する方
法において、第１事前設定期間、第２事前設定期間、及び第３事前設定期間の各々は、一
つのフレームの期間よりも長い。
【０００９】
　有機発光ディスプレイを駆動する方法において、有機発光ディスプレイの起動プロセス
は、順に、第１事前設定期間、第２事前設定期間、及び第３事前設定期間を含む。第１事
前設定期間では、データ信号は０Ｖに設定され、ＧＩＰ信号は通常出力状態に設定される
。第２事前設定期間の間、データ信号は黒状態に維持され、ＧＩＰ信号は通常出力状態に
維持される。 そして第３事前設定期間では、データ信号は通常表示状態に設定され、Ｇ
ＩＰ信号は通常出力状態に維持される。
【００１０】
　有機発光ディスプレイを駆動する方法において、画素正電圧及び画素負電圧が、第２事
前設定期間中に複数の画素に供給される。任意には、有機発光ディスプレイを駆動する方
法において、第１事前設定期間、第２事前設定期間、及び第３事前設定期間の各々は、一
つのフレームの期間よりも長い。
【００１１】
　本発明で提供される有機発光ディスプレイの駆動方法では、起動の第１事前設定期間の
間にＧＩＰ信号とデータ信号が制御されてスクリーン本体が初期化され、第２事前設定期
間においてデータ信号が黒状態に設定される。これにより、データ信号を黒状態に設定す
る。したがって、有機発光ディスプレイを起動するときのスプラッシュスクリーン問題の
発生を回避することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施の形態による有機発光ディスプレイの概略構造図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態による有機発光ディスプレイの駆動方法における各信
号の概略図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態による有機発光ディスプレイの駆動方法における各信
号の概略図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る有機発光ディスプレイの駆動方法における各信号の概
略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明で提供される有機発光ディスプレイの駆動方法を、添付の図面及び特定の実施形
態を参照して以下に詳細に説明する。本発明の利点及び特徴は、以下の説明及び特許請求
の範囲から一層明らかになるであろう。添付の図面は、本発明の実施形態の説明を容易に
することのみを目的として、精密な縮尺で描かれていない、簡略化された形式で提示され
ていることに留意されたい。
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【００１４】
［第１の実施形態］
　図１を参照して、本発明の実施形態による有機発光ディスプレイの概略構造図である図
１を参照する。図１に示すように、有機発光ディスプレイ１０は、複数の画素を有する有
機発光ディスプレイパネル１０と、複数の画素にＧＩＰ信号（又は走査信号）を供給する
ＧＩＰ回路（図示せず）とを含む。有機発光ディスプレイ１０は、複数の画素にデータ信
号を供給するデータ信号生成モジュール２０を含む。有機発光ディスプレイ１０は、複数
の画素及びＧＩＰ回路にそれぞれ電圧信号を供給する電圧生成モジュール３０を含む。有
機発光ディスプレイ１０は、電圧生成モジュール３０とＧＩＰ回路にそれぞれ制御信号を
提供する制御信号生成モジュール４０を含む。有機発光ディスプレイ１０は、タイミング
コントローラ５０を含む。データ信号生成モジュール２０と、電圧生成モジュール３０と
、及び制御信号生成モジュール４０は、いずれもタイミングコントローラ５０を介して有
機発光ディスプレイパネル１０に接続される。タイミングコントローラ５０は、走査信号
と、データ信号と、電圧信号及び制御信号とを有機発光ディスプレイパネル１０に出力す
るタイミングシーケンスを制御する。
【００１５】
　具体的には、有機発光ディスプレイパネル１０は、マトリクス状に配置された複数の画
素と、多段のＧＩＰ信号（走査信号）を生成して出力するＧＩＰ回路（図示せず）とを備
えている。マトリクス状に配置された複数の画素は、ＧＩＰ回路に接続されており、ＧＩ
Ｐ回路によって供給される走査信号に従ってゲート制御される。ＧＩＰ回路が必要とする
電圧信号が電圧生成モジュール３０によってＧＩＰ回路に供給されると、ＧＩＰ回路が必
要とする初期信号が制御信号生成モジュール４０によってＧＩＰ回路に供給される。ＧＩ
Ｐ回路は複数段のＧＩＰ信号の生成及び出力を開始する。通常、１段目のＧＩＰ信号は１
行目の画素の走査線に供給され、１行目の画素は１段目のＧＩＰ信号に従ってゲート制御
される。２段目のＧＩＰ信号は２行目の画素の走査線に供給され、２行目の画素は２段目
のＧＩＰ信号に従ってゲート制御される。同様に、ｎ段目のＧＩＰ信号は、ｎ行目の画素
の走査線に供給され、ｎ行目の画素はｎ段目のＧＩＰ信号（ｎは自然数）に従ってゲート
制御される。
【００１６】
　データ信号生成モジュール２０は、データ信号（図２～図４のソース信号）を生成して
出力するように構成されている。有機発光ディスプレイパネル１０の画素がゲートされた
とき、データ信号生成モジュール２０から供給されたデータ信号が受信されると、データ
信号に従って画像が表示される。電圧生成モジュール３０は、画素に必要な電圧信号とＧ
ＩＰ回路に必要な電圧信号とを含む電圧信号を生成して出力するように構成されている。
画素が必要とする電圧信号は、画素正電圧ＥＬＶＤＤと画素負電圧ＥＬＶＳＳを含む。Ｇ
ＩＰ回路が必要とする電圧信号は、ＧＩＰ回路正電圧とＧＩＰ回路負電圧を含む。
【００１７】
　制御信号生成モジュール４０は、ＧＩＰ回路が必要とする初期信号と、電圧信号を制御
するための電圧制御信号とを含む制御信号を生成して出力するように構成されている。電
圧生成モジュール３０は、電圧制御信号を受信すると、画素正電圧ＥＬＶＤＤ及び画素負
電圧ＥＬＶＳＳを生成して出力する。図１及び図２に示すように、有機ＥＬディスプレイ
の駆動方法は、第１事前設定期間ｔ１（初期化状態）と、第２事前設定期間ｔ２（黒状態
）と、及び第３事前設定期間ｔ３（通常表示状態）とを順次含む。
【００１８】
　第１事前設定期間ｔ１において、データ信号がハイインピーダンス状態（Hizレベル）
に設定されるとともに、ＧＩＰ信号が通常出力状態（Active（アクティブ））に設定され
る。第２事前設定期間ｔ２において、データ信号は黒状態（Black）に設定され、ＧＩＰ
信号は通常出力状態（Active）に維持される。第３事前設定期間ｔ３では、データ信号は
通常表示状態（Normal Display）に設定され、ＧＩＰ信号は通常出力状態（Active）に維
持される。
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【００１９】
　具体的には、データ信号生成モジュール２０により生成・出力されるデータ信号は、第
１事前設定期間ｔ１ではハイインピーダンス状態（Hizレベル）であり、第２事前設定期
間ｔ２では黒状態（Black）である。第３事前設定期間ｔ３では、通常表示状態（Normal 
Display）となる。ＧＩＰ回路によって供給されるＧＩＰ信号は、第１事前設定期間ｔ１
から第３事前設定期間ｔ３まで通常出力状態（Active）を維持する。第２事前設定期間ｔ
２において制御信号生成部４０により電圧制御信号が出力され、電圧生成モジュール３０
により画素正電圧ＥＬＶＤＤ及び画素負電圧ＥＬＶＳＳが生成される。データ信号のはい
インピーダンス状態状態（Ｈｉｚレベル）が終了すると、有機発光ディスプレイパネル１
０の画素に画素正電圧ＥＬＶＤＤと画素負電圧ＥＬＶＳＳが供給される。
【００２０】
　本実施形態において、第１事前設定期間ｔ１は初期化状態である。 第１事前設定期間
の間、通常出力状態（Active）のＧＩＰ信号と、ハイインピーダンス状態（Ｈｉｚレベル
）のデータ信号とが、少なくとも一つのフレームの期間にわたって画素に供給され、これ
によりスクリーン本体が初期化される。第２事前設定期間は、事前設定された画面（黒画
面）の表示フェーズである。第２事前設定期間の間、データ信号は黒状態（黒）に設定さ
れるので、電圧信号（画素正電圧ＥＬＶＤＤ及び画素負電圧ＥＬＶＳＳを含む）が画素に
供給されるとき、スプラッシュスクリーン問題は防止され得る。第３事前設定期間ｔ３は
通常表示状態である。
【００２１】
　好ましくは、画素の電圧信号を供給し始めてから第２事前設定期間の終わりまでの期間
（ｔ４）は少なくとも一つのフレームの期間継続する。第３事前設定期間ｔ３（すなわち
通常の表示）の前には、少なくとも一つのフレームの期間継続する画素に画素の電圧信号
を印加する期間のために、画素の電圧信号は既に安定しており、画素は第３事前設定期間
ｔ３において安定して発光することが可能である。この実施形態では、第１事前設定期間
ｔ１は初期化状態にある。第１事前設定期間の間、通常出力状態（Active）にあるＧＩＰ
信号、及びハイインピーダンス状態（Hizレベル）にあるデータ信号は、少なくとも一つ
のフレームの期間だけ画素に供給されるので、スクリーン本体は初期化される。
【００２２】
第１事前設定期間ｔ１、第２事前設定期間ｔ２、第３事前設定期間ｔ３は、それぞれ一つ
のフレームの長さよりも長い。ｔ４は、ｔ２以下かつ一つのフレームの期間以上であり得
る。本実施形態では、第１事前設定期間ｔ１は初期化状態である。第２事前設定期間は、
設定画面（黒画面）表示フェーズである。第２事前設定期間の間、データ信号は黒状態（
黒）に設定されるので、電圧信号（画素正電圧ＥＬＶＤＤ及び画素負電圧ＥＬＶＳＳを含
む）が画素に供給されるとき、スプラッシュスクリーン問題は防止され得る。第３事前設
定期間ｔ３は通常表示状態である。
【００２３】
［第２の実施の形態］
　それに対応して、本発明は、有機発光ディスプレイを駆動する方法をさらに提供する。
図１～図３に示すように、有機発光ディスプレイの駆動方法は、順に、第１事前設定期間
ｔ１（初期化状態）と、第２事前設定期間ｔ２（黒状態）と、及び第３事前設定期間ｔ３
（通常表示状態）とを含む起動プロセスを含む。第１事前設定期間ｔ１において、データ
信号が黒状態（Black）に設定され、ＧＩＰ信号が特定状態（User Defined：ユーザ定義
）に設定される。第２事前設定期間ｔ２において、データ信号は黒状態（Black）であり
、ＧＩＰ信号は通常出力状態（Active）に設定されている。第３事前設定期間ｔ３におい
て、データ信号は通常表示状態（Normal Display）に設定され、ＧＩＰ信号は通常出力状
態（Active）に維持される。
【００２４】
　具体的には、データ信号生成モジュール２０により生成・出力されるデータ信号は、第
１事前設定期間ｔ１及び第２事前設定期間ｔ２の内の何れか期間においても黒状態（Blac
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k）であり、第３事前設定期間ｔ３においては通常表示状態（Normal Display）である。
ＧＩＰ回路によって供給されるＧＩＰ信号は、第１事前設定期間ｔ１において特定状態（
User Defined：ユーザ定義）にあり、第２事前設定期間ｔ２及び第３事前設定期間ｔ３に
おいて依然として通常出力状態（Active）に維持される。第２事前設定期間ｔ２における
電圧制御信号は、制御信号生成部４０によって出力される。画素正電圧ＥＬＶＤＤ及び画
素負電圧ＥＬＶＳＳは、電圧生成モジュール３０によって生成されて出力される。ＧＩＰ
信号の特定状態（User Defined：ユーザ定義）が終了すると、画素正電圧ＥＬＶＤＤ及び
画素負電圧ＥＬＶＳＳが画素に供給される。
【００２５】
　特定状態（User Defined：ユーザ定義）とは、発光制御信号（ＥＭ信号）によるハイレ
ベル出力を維持するように、ＧＩＰ回路のＥＭ回路アーキテクチャに応じて特定の入力ク
ロック信号（ＧＩＰ入力クロック）を選択することをいう。好ましくは、画素の電圧信号
を供給し始めてから第２事前設定期間の終わりまでの期間（ｔ４）は、少なくとも一つの
フレームの期間続く。第３事前設定期間ｔ３（すなわち、通常の表示）の前には、少なく
とも一つのフレームの時間の間、画素の電圧信号を画素に印加する期間のため、画素の電
圧信号は既に安定している。 これにより、第３事前設定期間ｔ３において画素を安定し
て発光させることができる。本実施形態では、第１事前設定期間ｔ１と、第２事前設定期
間ｔ２と、第３事前設定期間ｔ３とは、それぞれ一つのフレームの長さよりも長い。ｔ４
の期間は、ｔ２の期間と同じ、或いはｔ２の期間より小さいであり、かつ一つのフレーム
の期間以上であり得る。
【００２６】
　本実施形態では、第１事前設定期間ｔ１は初期化状態である。 第１事前設定期間中、
画素に供給される特定状態（ユーザ定義）のＧＩＰ信号及び黒状態（Black）のデータ信
号は、少なくとも一つのフレームの期間持続し、したがってスクリーン本体が初期化され
る。 第２事前設定期間は、事前設定画面（黒画面）表示フェーズである。 第２事前設定
期間の間、データ信号は黒状態（黒）に設定されるので、電圧信号（画素正電圧ＥＬＶＤ
Ｄ及び画素負電圧ＥＬＶＳＳを含む）が画素に供給されるとき、スプラッシュスクリーン
問題は防止され得る。第３事前設定期間ｔ３は通常表示状態に維持される。
【００２７】
［第３の実施の形態］
　それに対応して、本発明は、有機発光ディスプレイを駆動するための別の方法をさらに
提供する。図１及び図４に示すように、有機発光ディスプレイの駆動方法は、順に第１事
前設定期間ｔ１（初期化状態）、第２事前設定期間ｔ２（黒状態）、及び第３事前設定期
間ｔ３（通常表示状態）を含む起動プロセスを含む。第１事前設定期間ｔ１において、デ
ータ信号は０Ｖに設定され、ＧＩＰ信号は通常出力状態（Active）に設定される。
【００２８】
　第２事前設定期間ｔ２では、データ信号は黒状態（Ｂｌａｃｋ）に維持され、ＧＩＰ信
号は通常出力状態（Ａｃｔｉｖｅ）に設定される。第３事前設定期間ｔ３では、データ信
号は通常表示状態（Normal Display）に設定され、ＧＩＰ信号は通常出力状態（Active）
に維持される。具体的には、データ信号生成モジュール２０により生成・出力されるデー
タ信号は、第１事前設定期間ｔ１では０Ｖであり、第２事前設定期間ｔ２では黒状態（Bl
ack）であり、第３事前設定期間ｔ３では通常表示状態（Normal Display）である。ＧＩ
Ｐ回路によって供給されるＧＩＰ信号は、第１事前設定期間ｔ１から第３事前設定期間ｔ
３まで、依然として通常出力状態（Active）である。第２事前設定期間ｔ２における電圧
制御信号は、制御信号生成部４０によって出力され、電圧生成モジュール３０によって画
素正電圧ＥＬＶＤＤ及び画素負電圧ＥＬＶＳＳが生成されて出力される。すなわち、０Ｖ
のデータ信号が終わると、画素正電圧ＥＬＶＤＤと画素負電圧ＥＬＶＳＳとが画素に供給
される。
【００２９】
　好ましくは、画素の電圧信号を供給し始めてから第２事前設定期間の終わりまでの期間
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（ｔ４）は、少なくとも一つのフレームの期間続く。第３事前設定期間ｔ３（すなわち通
常の表示）の前には、少なくとも一つのフレームの時間の間、画素の電圧信号を画素に印
加する期間のために、画素の電圧信号は既に安定している。これにより、第３事前設定期
間ｔ３において画素を安定して発光させることができる。本実施形態では、第１事前設定
期間ｔ１、第２事前設定期間ｔ２、第３事前設定期間ｔ３は、それぞれ一つのフレームの
長さよりも長い。ｔ４の期間は、ｔ２の期間と同じ、或いはｔ２の期間より小さいであり
、かつ一つのフレームの期間以上であり得る。この実施形態では、第１事前設定期間ｔ１
は起動の初期化状態である。第１事前設定期間中、通常出力状態（Active）のＧＩＰ信号
及び画素に供給される０Ｖのデータ信号は、少なくとも一つのフレームの期間継続し、従
ってスクリーン本体が初期化される。第２事前設定期間は、起動時の事前設定画面（黒画
面）表示フェーズである。第２事前設定期間の間、データ信号は黒状態（黒）に設定され
るので、電圧信号（画素正電圧ＥＬＶＤＤ及び画素負電圧ＥＬＶＳＳを含む）が画素に供
給される場合においてスプラッシュスクリーン問題を防止することができる。第３事前設
定期間ｔ３は通常表示状態である。
【００３０】
　結論として、本発明で提供される有機発光ディスプレイを駆動する方法では、スクリー
ン本体を初期化するためブートアップの第１事前設定期間中にＧＩＰ信号及びデータ信号
が制御され、第２事前設定期間が黒状態にセットされ、これにより、有機発光ディスプレ
イの起動時にスプラッシュスクリーンの問題が発生するのを回避することができる。以上
の説明は本発明の好適な実施の形態に過ぎず、本発明の範囲をいかなる方向においても限
定するものではない。前述の開示に関して当業者によって行われるあらゆる変更又は修正
は、添付の特許請求の範囲の保護範囲内に含まれる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月19日(2019.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ディスプレイの起動プロセスにおいて、ＧＩＰ信号とデータ信号とを制御し、
前記有機発光ディスプレイが、順に、初期化状態、黒状態、及び通常表示状態を経ること
を特徴とする有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項２】
　前記有機発光ディスプレイの起動プロセスは、順に、第１事前設定期間と、第２事前設
定期間と、及び第３事前設定期間とを含み、
　前記第１事前設定期間において、前記データ信号がハイインピーダンス状態に設定され
、前記ＧＩＰ信号が通常出力状態に設定され、
　前記第２事前設定期間において、前記データ信号が黒状態に設定され、前記ＧＩＰ信号
が通常出力状態に維持され、
　前記第３事前設定期間において、前記データ信号が通常表示状態に設定され、前記ＧＩ
Ｐ信号が通常出力状態に維持されることを
請求項１に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項３】
　前記有機発光ディスプレイの起動プロセスは、順に、第１事前設定期間と、第２事前設
定期間と、及び第３事前設定期間とを含み、
　前記第１事前設定期間において、前記データ信号が黒状態に設定され、前記ＧＩＰ信号
は特定状態に設定され、
　前記第２事前設定期間において、前記データ信号が黒状態に維持され、前記ＧＩＰ信号
は通常出力状態に設定され、
　前記第３事前設定期間において、前記データ信号が通常表示状態に設定され、前記ＧＩ
Ｐ信号が前記通常出力状態に維持されることを
請求項２に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項４】
　前記有機発光ディスプレイの起動プロセスは、順に、第１事前設定期間、第２事前設定
期間、及び第３事前設定期間を含み、
　前記第１事前設定期間では、前記データ信号は０Ｖに設定され、前記ＧＩＰ信号は通常
出力状態に設定され、
　前記第２事前設定期間では、前記データ信号は黒状態に設定され、前記ＧＩＰ信号は前
記通常出力状態に維持され、
　前記第３事前設定期間では、前記データ信号は通常表示状態に設定され、前記ＧＩＰ信
号は前記通常出力状態に維持されることを
請求項１に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項５】
　前記第２事前設定期間において、複数の画素に画素正電圧と画素負電圧とは供給される
ことを請求項２～４の内の何れか一項に記載の有機発光ディスプレイの駆動方法。
【請求項６】
　前記第１事前設定期間と、前記第２事前設定期間と、及び前記第３事前設定期間とは、
それぞれ一つのフレームの長さより長いことを請求項２～４の内の何れか一項に記載の有
機発光ディスプレイの駆動方法。
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摘要(译)

一种驱动有机发光显示器的方法，该方法通过在启动时控制GIP信号和数
据信号，使有机发光显示器能够依次经历初始化状态，黑色状态和正常
显示状态。 在本发明提供的用于驱动有机发光显示器的方法中，通过在
第一预设激活时段内控制GIP信号和数据信号来实现初始化屏幕主体的目
的。 通过在设置的时段内将信号设置为黑色状态，可以防止在启动期间
有机发光显示器的屏幕上的闪烁问题。 [选择图]图2
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